
6消 安第 2848号

令和 6年 8月 6日

全日本 トラック協会 会長 殿

農林水産省消費 。安全局長

豚熱の野生いのししでの広域拡大防止対策について (依頼)

日頃から家畜衛生対策の推進について御協力貝易り、感謝申し上げます。

さて、本年6月 、佐賀県において九州初となる野生いのししでの豚熱陽性事例が

確認されて農林水産省では、別紙の農林水産大臣によるメンセ~ジを踏まえた、感
染対策の徹底を進めているところです。

今般、県境を越えた豚熱の感染拡大防止対策の強化のため、1別添のとおり各者呂道

府県知事宛てに、九州における豚熱の野生いのししでの広域拡大防止対策について

通知を発出しました。

つきましては、豚熱の感染が確認されていない都道府県 (北海道、千葉県、福岡

県、長崎県、熊本県、1大分県、1宮崎県、鹿児島県及び沖縄県)入の移動に際しては、
特に洗車を励行していだきますよう、貴会会員への周知方よろしくお願い申し上げ

ます。
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翌
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○

（
般
、
佐
賀
県
彦
津
市
に
お
い
て
、
豚
熟
の
盛
染
が
確
訳
さ
れ
ま
し
た
。
九
州
め
野
生

い
の
し
し
で
は
初
め
て
の
惑
糸
確
訳
と
な
ヶ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
一

我
が
日
の
豚
八
百
え
十
五
万
頭
の
釣
三
分
の
一
（二
百
八
十
万
頚
）
を
と
め
な
（
豚
主

産
地
で
あ
る
え
川
に
お
い
て
、
豚
熟
の
盛
染
拡
大
の
リ
ス
ク
が
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
詠
主

っ
マ、
い
をよ
十
ノ。

○
　
そ
こ
で
、
「ス
ト
ッ
プ
豚
熱
」。
地
城
の
人
事
な
泰
豚
業
を
守
る
た
め
、
生
産
考
を
は
じ

め
と
し
た
泰
豚
業
に
携
わ
る
関
係
オ
と
県
、
市
町
村
な
ど
の
行
吹
関
係
オ
の
背
様
が
、
一

体
屯
伍
っ
て
こ
の
危
機
慇
を
共
有
し
、
防
友
対
柔
に
取
り
組
み
こ
と
が
ぬ
妥
で
す
。

①
　
ま
ず
は
、
地
域
で
の

「ス
ト
ッ
プ
豚
熟
」
で
す
。
野
生
い
の
し
し
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
堡
ロ
ワ
ク
チ
ン
の
故
布
を
逸
ゎ
ま
す
。
野
生
い
の
し
し
に
お
け
る
惑
染
拡
大
を
防

で
、ヽ
え
川
の
（
豚
業
を
守
る
た
め
、
農
林
水
産
宕
と
し
て
は
（
専
門
家
の
義
拾
も
踏
よ
え
〈

佐
賀
県
で
豚
熟
の
咎
ロ
ワ
ク
チ
ン
故
布
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
い
た
し
ま
す
。
佐
賀
県

と
建
携
し
て
、
過
亀
か
つ
立
点
的
に
、
ワ
ク
チ
シ
故
布
を
行

っ
て
ま
い
午
ュ
す
。

次
に
、
野
生
い
の
し
し
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
捕
夜
を
進
め
ま
す
。
野
生
い
の
し
し
に

お
け
る
豚
熟
の
発
生
状
汎
を
工
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
え
川
公
県
で
、
野
生
い
の
し
し

の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
強
化
・
徹
底
し
ま
す
。
ま
た
、
野
生
い
の
し
し
に
お
け
る
惑
糸
を

こ
れ
以
上
広
げ
な
い
た
め
、
え
州
仝
県
で
、
野
生
い
の
し
し
の
捕
獲
の
強
化
に
も
取
り
組

み
ま
す
。
特
に
、
佐
賀
県
で
は
、
発
生
が
確
認
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
童
点
的
に
取
組

を
進
め
ま
す
。

そ
し
て
、
農
場
段
階
で
の

「ス
ト
ッ
プ
際
熟
」
で
す
。
豚
熟
の
発
生
子
防
対
柔
と
し
て

は
、
迪
時
。
迪
物
な
飼
（
豚
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
絃
が
拠
妥
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
だ
け
に
頼

る
こ
と
な
↑
、
角
（
衛
生
管
理
ュ
徹
底
す
る
こ
と
が
立
妥
で
す
。
生
産
考
の
ょ
様
に
お
か

れ
て
は
、
日
頃
の
消
姦
は
で
き
て
い
る
か
、
野
生
勢
物
の
侵
入
は
な
い
か
等
、
農
場
に
ウ

４
ル
ス
を
持
ち
込
止
せ
な
い
よ
う
へ
飼
泰
衛
生
管
理
を
４
点
検
し
、
管
理
の
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
、
家
畜
の
異
状
を
確
契
し
上
場
合
の
子
期
通
毅
の
徹
底
を
行
う
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

農
林
水
産
宕
は
、
え
州
の
（
豚
業
を
豚
熱
か
ら
守
り
、
生
産
考
の
告
様
の
御
不
安
を
仏

拭
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
え
州
各
県
の
背
様
と
一
体
と
な
っ
て
、
豚
熱
の
よ
左
筵
防

上
に
仝
力
で
取
り
包
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
ん
六
年
六
月
七
日
　
農
林
水
産
大
臣
　
坂
木
　
哲
忠



□

6消安第2848号
十
令和 6年 8月 6日

都道府県知事 殿

農林水産省消費・安全局長

豚熱の野生いのししでの広域拡大防止対策等について (依頼)

日頃から家畜衛生対策の推進にういて御協力賜り、感謝申し上げます。

野生いのししでの豚熱感染の増加については、環境中の豚熱ウイルス濃度を高め、

周辺の飼養豚での豚熱感染 )ス クを増大させると考えられます。

特に、新たに感染が拡大した地域では、豚熱の免疫を有 していない野生いのしし

の間で急激に感染個体数が増加 し、飼養豚での隊熱発生ジスクが高くなると考えら

れます。        ‐         、

また、野生いのししの豚熱感染については、地域が公々に拡大する場合だけでな

く、離れた地域で孤発的に感染が発生する場合もあり、これは豚熱ウイルスが野生

いのしし間で直接感染するだけでなく、人や物を介して運搬され、感染することに

よると考えられます。

本年 6月 、佐賀県において九州初となる野生いのししでの豚熱陽性事例が確認さ

れました。この事例は、野生いのししでの感染が見られない地域での発生であった

ため、野生いのししでの感染拡大とともに、飼養豚での発生 リスクが高くなること

が懸念されます。

こうした九州をはじめとする野生いのししの感染状況が急速に悪化 している地域

における感染拡大 リスクを低下させる取組は極めて重要です。 このため、各都道府

県では、県境を越えて感染地域が拡大 していくことを防止するため、
ヽ
下記の対策に

ついて関係者

^周
知徹底いただぎますよう、御協力をよろしくお願いいた します。

また、併せて、野生いのししの感染率の上昇が見られる地域等の農場に姑して、

飼養衛生管理基準遵守の再徹底について、指導方よろしくお願いしますЬ

記

1 運送や工事等を行 う事業者に対する洗車等の励行
・野生いのししが生虐、する山林内で活動する従業員等に射 して、衛生姑策の実

施について改めて周知徹底を行 うことを

,特に豚熱の感染が確認 されている地域から感染が確認 されていない地域に移
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動する (感染が確認されている地域を経由する場合を含む)際には、車両の

洗浄・消毒の実施を励行すること。

2 狩猟 i捕獲等に当たつての豚熱対策の再徹底及び今年度の県外狩猟の自粛の要
請
。狩猟や捕獲等は、野生いのししとの接触を意図的に行 う活動であり、豚熱ウ:

イルスの感染拡大 リスクが高いものと考えられる。このため、今年度の狩猟

期の開始に当たうて、狩猟者に対してヽ別添 2の資料等を活用し、衛生対策

の実施について改めて周知徹底を行うこと。

・特に居住県以外での狩猟 (以下「県外狩猟」という。)についてlま、遠隔地ヘ

の感染拡大リスクを高める可能性がある。このため、少なくとも今年度の狩

猟期においては、九州各県、特に佐賀県へ来訪する県外狩猟を自粛すること

にういて、猟友会等の団体又は狩猟者に対して協力を要請すること。

3 野生いのししの感染率の上昇がみられる地域等の農場に対する飼養衛生管理基
準遵守の再徹底

野生いのししにおけるサーベイランスの結果を踏まえ、特に野生いのししでの

豚熱感染率の上昇がみられる地域やその周辺地域の養豚場に対して、防護柵の維

持管理やゲー ト開閉の管理等の野生動物の侵入防止封策を含む飼養衛生管理基準

の遵守について再徹底すること。
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＝
¨
衛
生
脅
理
区
域

へ
の
病
原
体
の
優
入
勝
止

物
品
に
関
す
る
事
項
ロ

団
車
海
外
で
使
用
し
た
衣
服
等
を

衛
生
管
理
区
域
に
持
ち
込
む
際
の
措
置

こ
の
問
従
業
員
が
海
外
旅
行
に
行
っ
た
っ
て

話
し
て
い
た
よ
ね
。
そ
の
人
は
旅
行
で

使
っ
た
衣
類
や
靴
で
農
場
に
来
て
い
な
い
よ
ね
？

え
？
　
あ
ま
り
見
て
な
か

っ
た
な
。

農
場
で
は
着
替
え
る
し
。
靴
は
汚
れ
て
い
た
ら

掃
除
す
る
け
ど
、
普
通
の
人
と
変
わ
ら
な
い

感
覚
じ
ゃ
な
い
か
な
。

帰
国
後
１
週
間
は
衛
生
管
理
区
域
内
に

入
ら
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
病
原
体
を

持
ち
込
む
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
、

過
去
４
ヶ
月
以
内
に
海
外
で
使
用
し
た
衣
服
や

靴
を
衛
生
管
理
区
城
内
に
持
ち
込
ん
じ
ゃ

い
け
な
い
ん
だ
よ
。
ど
う
し
て
も
持
ち
込
む

場
合
は
、
衣
服
や
靴
を
事
前
に

洗
浄
、
消
毒
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
ら
ね
。

海
外
で
使
用
し
た
衣
服
等
を
衛
生
管
理
区
域
に
持
ち
込
む
際
の
措
置

■
■
環
境
中
の
ウ
イ
ル
ス
の
残
存
期
間

0に Disease cardよ り転観

品安 ヤ―ナル(2010)より転載

0

対象物 環境状況

50'C

37°C

生残期間

3日

7～ ]5日

3～4日

15日

28日

腐敗した闘器

腐敗した血液・骨髄

汚染した豚房 冬

豚熱ウイルス

(CSFウイルス)

対象物

糞尿

燻製肉(骨なし)

汚染した豚房

t精
肉および挽肉

腐敗した血液

冷凍肉

生残期間

11日

30日

30日

105日

105日

1'0日

環境状況

室温

冷凍

アフリカ豚熱

ウイルス

(ASFウイザレス)

対象物

豚肉

牛肉

堆肥(牛 )

敷料 (ワラ等)

衣 服 ,靴

牛肉

衣 服 ,靴

環境状況

1～ 7°C

4°C

夏

1日

3日

7日

28日

63日

90日

98日

夏

‐20°C

冬

口蹄疫ウイルス

(FMDウイルス)

農研機構 動物衛生研究部FttHPよ り転H,1



経園ワク歩ンの里予外散布

経園ワクチンとは
豚熱経園ワクチンは、トウモロロシな陸 材料としたシチュエの固形ルー状の制の中に、豚熱ワクチンを封入したもので、野生イノシシ
が食べることによって、豚熱ウイルスに文寸する免疫を獲得させ、豚熱の感染を打口需」するものです。

廠 経回隻ワクチシ
製 造 :ドイツ
主 成 分 :弱毒豚熱ウイルスC株
。欧州での十年以上の散布実績

・食品安全委員会でワクチンを摂取したイノシシ肉の安全性評イ面済み

② 経回ワクチシ散布方法 (緊忽)③ 緊急散布計画 (1回目!6/13、 6/ユ4)
①穴(ま掘らずに地表に豚熱経ロワクチンを置く

②その上に言十量スコップ1杯分の誘引エサ (圧ぺん
トウモロコシ)を被せるようにす散く

※主也表 fこ露出させることでイノシンの視認JI生も高まる
良い条件の場所はlm程度離して2か所に散市

陽性イノシシ確認地点
から半径10km圏

陽性イノシシ確認地点
から半径 2km圏
(最重点散布 )

散布従事者
・県猟友会
。佐賀県
・唐津市
・伊万里市
・玄海町
・国 (農水省)
。農研機構

(2日間延べ約30名 )

働

感染区域半径 2kmを最重点散布 (2日 間で1′ 000イ固)
唐津東嵩B:2001回、伊万里 :2001固、上J塚;玄海 :200イ固
計 1′600個散布 (4週間後に再度散布を実施)
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車両のユ肖毒の″

・次の手順で消毒し、記録する。

(なお、消毒場所の看板にも消毒手順を掲示。)

②タイヤ周りも念入りに消毒する。

・実施場所 :衛生管理区域出入口

・実施頻度 :入退場ごと
・消毒薬の種類 (希釈倍率): 【記載】逆性石けん500倍等

プやペ

⑤車両から落とした泥や汚れは

側溝へ洗い流す。

よ入念に消毒フロー

口④′トンドル りも消毒する。


